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夢実現へのエール 
 

苫小牧市立明倫中学校長 池 田 健 人  

冬の足音が聞こえるとともに、学校生活も次のステージへと進んでいます。先日行われ

た学力テストや定期テスト、授業参観や学年・学級懇談会、３年生三者懇談会などを通じ

て、生徒一人ひとりが自分の学びや生活と向き合い、自分の夢の実現について真剣に考え

る機会となりました。保護者の皆様には、ご多用の折にご参加いただき、心より感謝申し

上げます。 

特に３年生にとっては、進路実現に向けた取組がいよいよ本格化する時期です。志望校

の選定、願書の準備、面接練習など、日々の努力が夢への道を形づくっていきます。夢や

期待の一方で、不安や迷いもあるかもしれませんが、自分の可能性を信じ、前向きに一歩

ずつ進んでほしいと思います。学校といたしましても、生徒一人一人の不安や迷い等をし

っかりと受けとめ、夢実現に向けてともに考えていきたいと思います。 

1・2 年生にとっても、３年生から引き継いだ生徒会活動や部活動の伝統のバトンを自分

たちの世代でどう彩りを加えていくのかというリーダー的な活躍が期待される時期を迎え

ています。今の経験は、これからの選択肢を広げる大切な土台となります。日々の生活や

課題に真摯に取り組み、将来の夢につなげてほしいと期待しています。 

11 月 12 日には、金澤俊市長が、中学生と夢を語り合う『市長とスクールミーティング』

のために来校されました。３年生からは、「JR 苫小牧駅前の再開発」や「若者の投票率向

上」、「防災」など５つのテーマから選ばれた代表がこれからの苫小牧市について金澤市

長に提言をしました。金澤市長は、それぞれの提言への感想や市長としての考えを述べる

とともに、「夢を持ち、挑戦し続けることが大切です！」と、進路に向けて努力する生徒

たちに力強いエールを送ってくださいました。 

夢の実現には、努力と継続、そして周囲の支えが欠かせません。保護者の皆様、生徒た

ちの挑戦に温かいまなざしと励ましのエールを届けていきましょう。私たちの応援は、夢

実現を目指す子ども達の背中を押す力となり、夢への道を照らす灯となると信じています。 



 

 
 
【バドミントン部】 

NHK 杯争奪胆振中学校新人バドミントン大会 

〇 女子ダブルス 第 2 位 ○○○○・○○○○ペア 

 
【卓球部】 
道新杯中学校選抜卓球大会 

〇 男子団体 準優勝 

〇 女子団体 第 3 位 

 
【吹奏楽部】 
１１月３日  秋の吹奏楽祭参加 

 
【ボランティア部】 
〇９月６日 日新児童センター「ちびっ子おもしろ広

場」でお祭りのお手伝い 

〇10 月 26 日 なかたひろば「ハロウィンイベント」

で運営のお手伝いや幼児のお世話 

〇11 月 2 日 苫小牧市総合体育館「備えるフェス

2025」で、案内係・スタンブラリー入口の受付など

運営のお手伝い 

 

 

 
 

２日(火) 眼科検診 

３日(水) 明倫中エリア研修会のため午前授業 

４日(木) 校内推薦委員会 

５日(金) １･２年、７組授業参観･学年学級懇談会 

８日(月) こころの授業(講師:古屋良一氏、学級ご 

とに１２日まで) 

１０日(水) 中央・常任委員会 

１１日(木) ２年携帯･スマホ安全教室 (6h 保護者の 

参観可) 

１５日(月) ３年選挙出前講座 (6h 保護者の参観可) 

２１日(日) 道民家庭の日 

２３日(火) 大掃除（５ｈ） 

２４日(水) 第２学期終業式 

冬季休業日（12 月 25 日～1 月 13 日） 

２５日(木) 冬休み学習会（２６日まで） 

２９日(月) 学校閉庁日（1月 3日まで） 
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令和 7 年度の教育活動を振り返り、次年度の教育

活動の充実・向上につなげるため、学校評価アンケー

トを実施いたします。12 月 1 日(月)にさくら連絡網

にてアンケートを配信し、12 月 8 日(月)を回答の締

め切りとさていただきます。ご理解・ご協力をお願い

いたします。 

 

 

 

 

 

 

部活動の活躍 

11 月 12 日(水)、中学生と市長がまちづくりについて話し合う「スクールミーティング」

が、市長の母校である本校を皮切りにスタートしました。各クラスを代表する 5 つのグルー

プのうち、「パラオから学ぶゼロカーボンシティー」を提案した班は、英語の授業で学習した

南太平洋のパラオ共和国では、回収したペットボトルを換金したり、燃料として活用したり

していることを紹介しました。「若者の選挙投票率 UP」について考えた班は、投票所に指定

されている小中学校での同窓会開催を提言しました。防災について発表した班は、「避難所の

最新状況をＳＮＳで確認できるようにしてほしい」と要望。金澤市長は、「中学生の皆さんは

可能性に満ちている。夢を持ち、挑戦し続ける気持ちを大切にしてほしい」と、母校の後輩

にエールを送ってくださいました。金澤市長、ご来校いただきありがとうございました。 

 

金澤市長とのスクールミーティング  

 

 

近年、全国的に「カスタマーハラスメント（カスハ

ラ）」と呼ばれる、顧客からの過剰な要求や威圧的な言

動が社会問題となっています。 

北海道でも防止のため、「北海道カスタマーハラスメ

ント防止条例」が制定され、今年４月１日から施行さ

れています。 

本校でも、生徒の健全な教育環境を守り、教職員が

安全で安心して職務に専念できるよう、皆様と協力し

ながら取組を進めてまいります。 

つきましては、本校の取組内

容は、右の QR コードからご確

認いただけます。ご理解とご協

力をお願い申し上げます。 

本校におけるカスタマーハラスメント 
（カスハラ）への対応について 

学校評価にご協力ください 

金澤市長に思いを届ける明倫中の後輩達 

【今年度の主な修正点】 

(1) アンケートの内容は変更せず、表現をよ

り分かりやすいものに見直しました。 

(2) いただいた回答内容への丁寧な対応や

フォローを可能とするためにアンケート

を記名式とさせていただきました。 

 


